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トピックス
　■９月補正予算　
　　豪雨・台風災害復旧事業に約 6 千万円
　　・豪雨災害復旧事業              3 千 450 万円
　　・台風 18 号等災害復旧事業   2 千 556 万円

今年も開催します　市民と議会との対話集会今年も開催します　市民と議会との対話集会

開催日

11月６日（月）
午後７時～

11月７日（火）
午後７時～

11月８日（水）
午後７時～

　　  地　区
中津地区（東・南・西）
落合地区
神坂地区
馬籠地区
坂本地区
福岡地区
蛭川地区
加子母地区
付知地区
阿木地区
苗木地区
山口地区
坂下地区
川上地区

　　　 会　場
健康福祉会館　多目的ホール

落合公民館　研修室

坂本公民館　ホール
福岡公民館　研修室
蛭川公民館　ホール

付知公民館　大会議室

阿木公民館　研修室
苗木公民館　ホール

坂下公民館　大会議室

担　当
1班

2 班

3 班
1 班
2 班

3 班

1 班
2 班

3 班

11月６日（月）・７日（火）・８日（水）午後７時より

佐藤光司　鷹見憲三　鈴木清貴
櫛松直子　吉村浩平　牛田敬一
吉村孝志
吉村久資　鈴木雅彦　木下律子
柘植貴敏　島﨑保人　水野賢一
粥川茂和　三浦八郎　大堀寿延
田口文数　勝　　彰　岡﨑隆彦　
森　益基　

1 班

2 班

3 班

担当議員

※11/8( 水 ) のみ次の３議員を入替。
　田口議員１班・牛田議員２班・島﨑議員３班。

昨年の坂本会場の様子



議会だより　②　なかつがわ

中
津
川
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

（
全
会
一
致
）

　

鈴
木
富
之
さ
ん
の

任
期
が
平
成
29
年
９

月
30
日
に
満
了
と
な

り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
選
任
す
る
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
全
会
一
致
）

　

人
権
擁
護
委
員
３
名
の
任
期
が
平
成

29
年
12
月
31
日
に
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
池
田
香
代
子
さ
ん
を
推

薦
し
、
新
た
に
今
井
文
夫
さ
ん
、
古
田

甲
さ
ん
を
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

中
津
川
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

（
全
会
一
致
）

　

小
栗
仁
志
さ
ん
の
任

期
が
平
成
29
年
９
月
30

日
に
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
任
命

す
る
も
の
で
す
。

中
津
川
市
税
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

①
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

の
見
直
し
に
伴
い
、
所
得
が
１
千
万

円
以
上
の
場
合
、
配
偶
者
の
所
得
が

38
万
円
以
下
で
も
配
偶
者
控
除
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

②
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
係

る
個
人
市
民
税
で
所
得
税
と
異
な
る

課
税
方
式
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

③
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
の
割
合

を
条
例
で
制
定
す
る
「
わ
が
ま
ち
特

例
」を
導
入
し
、
保
育
事
業
等
と
緑
地

　
９
月
定
例
会
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
25
議
案
、
陳
情
１

件
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
な
ど
決
算
12
議
案
を
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
付
託
し
た
25
議
案
並
び
に
中
津
川
市
固
定
資
産
評
価
審

査
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
５
議
案
及
び
議
員
提
案
の
意
見
書
４
件
を
原
案
通
り
可

決
す
る
と
と
も
に
平
成
28
年
度
一
般
会
計
な
ど
決
算
12
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

保
全
な
ど
市
民
緑
地
の
土
地
を
対
象

と
し
ま
す
。

④
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン

化
特
例
を
平
成
31
年
度
ま
で
２
年
延

長
し
ま
す
。

農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
に

係
る
中
津
川
市
固
定
資
産
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

（
全
会
一
致
）

　

農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

・
対
象
区
域　

市
内
茄
子
川
中
核
工
業

　
　
　
　
　
　
　

団
地
一
帯

中
津
川
市
分
担
金
条
例
の
一
部
改
正

（
全
会
一
致
）

　

土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、条

ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、引
用
し
て
い
る
条
の

ず
れ
の
整
理
と
、独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機

構
法
の
廃
止
に
よ
り
、今
後
事
業
が
行
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
も
の
を
条
文
か
ら
削
る
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

市
道
路
線
の
変
更

（
賛
成
多
数
）

　

神
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建

設
に
伴
い
、
市
道
神
坂
44
号
線
の
起
点
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

中
津
川
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

（
全
会
一
致
）

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
及
び
公
営
住
宅
法

施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
し

て
い
る
条
の
ず
れ
を
整
理
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

（
全
会
一
致
）

　

中
津
分
団
第
３
部
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
１
台
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

・
契
約
金
額　
　
　

２
千
８
万
８
千
円

　

・
契
約
の
相
手
方　

　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
ウ
ス
イ
消
防

　

坂
下
分
署
及
び
加
子
母
分
署
の
高
規
格

救
急
自
動
車
２
台
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

・
契
約
金
額　
　

６
千
６
９
万
６
千
円

　

・
契
約
の
相
手
方　
　

　
　
　
　
　

岐
阜
日
産
自
動
車
株
式
会
社

財
産
の
処
分

（
全
会
一
致
）

　

市
内
製
造
業
限
定
の
条
件
付
一
般
競
争

入
札
を
執
行
し
、落
札
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

旧
恵
那
北
高
校
跡
地
の
処
分
を
行
う
も
の

で
す
。

　

・
契
約
金
額　

４
千
２
７
１
万
２
千
円

　

・
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　

イ
ハ
ラ
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社

池田香代子さん

今井文夫さん古田甲さん
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指
定
管
理
者
の
指
定

（
全
会
一
致
）

　

次
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
、
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

・
指
定
期
間　
　

平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
33
年
３
月
31
日

　

（
た
だ
し
、
中
津
川
市
ふ
れ
あ
い
牧
場
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
35
年
３
月
31
日
）

賛否の分かれた議案の議決結果

鷹
見
　
憲
三

大
堀
　
寿
延

勝
　
　
　
彰

岡
﨑
　
隆
彦

吉
村
　
浩
平

柘
植
　
貴
敏

島
﨑
　
保
人

水
野
　
賢
一

森
　
　
益
基

吉
村
　
孝
志

粥
川
　
茂
和

鈴
木
　
雅
彦

三
浦
　
八
郎

吉
村
　
久
資

櫛
松
　
直
子

牛
田
　
敬
一

鈴
木
　
清
貴

田
口
　
文
数

佐
藤
　
光
司

木
下
　
律
子

議
決
結
果

※新政：新政会、公明：市議会公明党、ネ：市民ネット21、無 :無会派、共：日本共産党

会派

氏名

議案

中津川自民クラブ 市民クラブ ネ公明新政 無 共

議
　
長

賛 賛 賛 否 可
決

議
　
長

賛 賛 賛

賛

賛 否 可
決

議
　
長

賛 賛 賛 賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛 否 可
決

議第90号
中津川市税条例の
一部改正について

議第102号
市道路線の変更に
ついて

議第88号
平成 29 年度中津川
市一般会計補正予算
（第 3号）

施　　設　　名
中津川市北部体育館
中津川市坂本北運動広場
中津川公園
中津川市東美濃ふれあいセンター
中津川市坂下総合体育館
中津川市中津川文化会館
中津川市有機センターひるかわ
中津川市中の島公園ふれあい施設
中津川市地域活性化センター
中津川市ふれあい牧場
中津川市加子母温泉スタンド
中津川市川上地域特産品生産施設
椛の湖自然公園
椛の湖ふれあい村
福岡ローマン渓谷オートキャンプ場

指　　定　　先

中津川市北部体育館グラウンド管理委員会

特定非営利活動法人 中津川市体育協会

特定非営利活動法人 やさかイキイキ倶楽部
一般社団法人 中津川市文化協会
農事組合法人 蛭川村有機堆肥生産組合
株式会社 阿木レイクサイド
湯舟の館運営組合
株式会社 七ツ平高原
夢を拓く会
かわうえ手づくり組合

一般財団法人 椛の湖ふれあい村

福岡ローマン渓谷オートキャンプ場組合
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＝
陳
情
＝

「
共
謀
罪
法（
テ
ロ
等
準
備
罪
）に
関
す
る
陳
情
」

（
１
）要
旨

　
先
の
国
会
で
成
立
し
た
共
謀
罪
法（
テ
ロ
等
準
備
罪
）は
、
適
用
さ
れ
る
行
為
や

そ
の
範
囲
、
適
用
と
な
る
対
象
者
、
処
罰
の
内
容
な
ど
、
審
議
不
十
分
で
国
民
へ
の

説
明
も
な
い
中
で
強
行
に
採
決
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
共
謀
罪
の
実

施
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
要
請
し
ま
す
。

（
２
）理
由

　
共
謀
罪
法
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
を
受
け
、突
如
テ
ロ
対
策
用
と

し
て
命
名
さ
れ
提
出
さ
れ
た
経
緯
や
担
当
の
法
務
大
臣
で
さ
え
答
弁
に
窮
す
る
と

い
う
ず
さ
ん
な
内
容
で
す
。司
法
の
専
門
家
や
弁
護
士
界
か
ら
は
、
憲
法
に
違
反
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。現
行
法
と
国
際
法
等
で
テ
ロ
対
策
や
組
織
犯
罪
の
対
応

は
可
能
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
。国
連
人
権
委
員
か
ら
は
人
権
を
損
い
か
ね
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
。多
く
の
国
民
の
中
に
は
▼
法
の
適
用
範
囲
（
対
象
と

さ
れ
る
行
為
や
対
象
者
）▼
対
象
者
を
判
別
す
る
手
段
や
方
法
▼
対
象
と
さ
れ
る

場
合
の
量
刑
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
不
明
確
で
あ
り
、
乱
用
さ
れ
か
ね
な
い
と
の

不
安
が
あ
り
ま
す
。既
に
全
国
の
自
治
体
か
ら
も
こ
う
し
た
不
安
を
受
け
、
法
の
見

な
お
し
や
廃
止
を
求
め
る
意
見
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
の
最
大
の
問
題
点
は
、
行
動
や
準
備
段
階
の
以
前
に
も
捜
査
の
対
象
に

な
り
得
る
と
い
う
点
で
、「
思
想
や
良
心
の
自
由
」（
憲
法
19
条
）、「
集
会
や
表
現
の

自
由
」（
同
21
条
）を
侵
害
し
か
ね
な
い
と
い
わ
れ
、
国
民
の
基
本
的
な
権
利
や
日
本

の
民
主
主
義
が
根
底
か
ら
崩
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。戦
前
の
治
安
維
持
法
に

も
類
す
る
よ
う
な
共
謀
罪
法
の
廃
止
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
審
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

委
員
会
審
査
結
果

　
テ
ロ
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
必
要
な
法
律
で
あ
る
た
め
、
意
見
書
の
提
出

は
行
わ
な
い
と
い
う
意
見
が
多
数
で
し
た
。

北朝鮮によるミサイル発射・核実験問題の解決を求める意見書（議員提案）（全会一致）
　9月 15日早朝、北朝鮮が事前通告なしに 6度目となる日本本土の上空を通過する弾道ミサイルを発
射し、北海道・襟裳岬東方の太平洋に落下した。
更に、9月 3日には、国連決議や６カ国協議共同声明、また、日朝平壌宣言に反して、6回目の核実験を強
行した。
　これまでにも、我が国をはじめ国際社会が、北朝鮮に対し、再三にわたり自制を求めてきたにもかか
わらず、再びミサイル発射、核実験を強行したことは、国民の生命と財産はもとより、我が国の存立を著
しく脅かす深刻かつ重大な脅威であるとともに、東アジア地域全体及び国際社会の平和と安定を損ね
る暴挙であり、断じて許すことができない。
　よって、本市議会は北朝鮮によるミサイル発射及び核実験に対し、厳重抗議するとともに、国会及び
政府に対し、我が国の平和と安全の確保、国民の安全・安心に万全を期し、国際社会と協力して、北朝鮮
に対して弾道ミサイル発射と核兵器開発を断念させるよう、強い危機感を持って、さらなる外交努力を
含め、断固たる姿勢で取組むことを要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出する。

平成 29年 9月 25日
中津川市議会　
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「全国森林環境税」の創設に関する意見書（議員提案）　　　　　（全会一致）
　我が国の地球温暖化対策については、2020年度及び 2020年以降の温室効果ガス削減目標が国際的に
約束されているが、その達成のためには、とりわけ森林吸収源対策の推進が不可欠となっている。
　しかしながら、森林が多く所在する山村地域の市町村においては、木材価格の低迷や林業従事者の高
齢化・後継者不足に加え、急速な人口減少など、厳しい情勢にあるほか、市町村が、森林吸収源対策及び
担い手の育成等山村対策に主体的に取り組むための恒久的・安定的な財源が大幅に不足している。
　このような中、『平成29年度税制改正大綱』において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に
必要な財源に充てるため、都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環境
税（仮称）の創設に向けて、地方公共団体の意見も踏まえながら、具体的な仕組み等について総合的に検
討し、平成30年度税制改正において結論を得る」との方針を示したところである。
　もとより、山村地域の市町村による森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保などの取組み
は、地球温暖化防止のみならず、国土の保全や地方創生等にもつながるものであり、そのための市町村
の財源の強化は喫緊の課題である。
　よって、下記の制度創設について実現を強く求めるものである。

記
　平成 29 年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源に充
てるため、都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設」
に関し、「平成30年度税制改正において結論を得る」と明記されたことから、森林・林業・山村対策の
抜本的強化をはかるための「全国森林環境税」の早期導入を強く求める。
　また、府県が進めている既存の「環境税」との共存について府県との調整をしっかり行っていただく
こと。さらには、実施主体となる市町村の体制整備の状況を踏まえ、府県と市町村が連携を十分行った
上での実施としていただきたい。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成 29年 9月 25日
中津川市議会　

「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続」に
 関する意見書（議員提案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全会一致）
　道路は、地域の発展や経済社会活動を支える最も重要な社会基盤であるとともに、国土強靭化の面か
らも、防災ネットワークの構築により住民の安全・安心を確保するため、その整備・充実が求められます。
　しかしながら、本市の道路整備はまだまだ立ち遅れている状況にあり、安全で円滑に通行できる地域
間幹線道路や生活道路の整備が急務となっていることに加え、自然災害に対する事前防災・減災対策、
通学路の安全対策や既存道路インフラの老朽化対策など、新たな課題にも直面しています。
また、2027年開業予定のリニア中央新幹線の整備効果を県内全域に波及させ、活かすための２次的交通
手段としての道路整備を着実に実施していく必要があります。
　このような状況において、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」（以下、「道路財
特法」）の規定による補助率の嵩上げ措置が平成29年度末で切れ、平成30年度から地方負担が増加する
ことになれば、地方創生の実現はもとより、自治体運営にも多大な影響が生じることになります。
　つきましては、今後も地域における道路整備を着実に推進するため、下記の事項について強く要望し
ます。

記
１．道路整備を計画的かつ着実に推進するため、社会資本整備総合交付金や防災・安全交付金について
　  安定的かつ十分な予算を確保するとともに、道路財特法の補助率等の嵩上げ措置については、平成
　  30年度以降も継続すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成29年 9月 25日
中津川市議会　



議会だより　⑥　なかつがわ

合併特例債発行期限の再延長を求める意見書（議員提案）　　　　（全会一致）
　合併特例債は元利償還金の７割が、普通交付税の基準財政需要額に算入される有利な地方債であり、
合併市町村においては新市町村建設計画に位置付けられた新市町村の一体性の速やかな確立、均衡あ
る発展に資する事業に活用してきており、合併市町村にとって欠くことのできない貴重な財源の一つ
となっています。
　また、新市町村建設計画に位置付けられた事業の推進は、地方から日本を元気にする地方創生の実現
にも資するものであります。
　一方、多くの合併市町村においては、合併特例期間の終了に伴って「普通交付税の段階的な削減」の影
響により、財源確保に苦しむ厳しい状況に直面しています。
　このように、一般財源が大きく減少するなかであっても、人口減少対策を含む地方版総合戦略の実行
や大規模災害を想定した防災・減災事業の実施など、新たな政策課題の解決に向けた事業を計画的に
実施していく必要があります。
　合併特例債の発行期限は、合併年度及びこれに続く 10年度とされていたものが、平成 23年３月 11
日に発生した東日本大震災に伴い、被災団体は10年、その他の団体は５年の延長が特例法により措置
されたところですが、合併特例債の発行期限経過後の地方債発行については、交付税措置が僅かしかな
い起債を余儀なくされる状況にあります。
　加えて、近年の建設物価と労務単価は、東日本大震災復興や東京オリンピックの関連事業等の影響に
より全国的に高止まりしており、全国の合併市町村が発行期限までに合併特例債の発行を「駆け込む」
事態となれば、厳しい状況にさらに拍車をかけるおそれがあります。
　よって、国におかれては、合併特例債の発行期限をさらに5年間延長されるよう強く要望します。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
平成29年 9月 25日

中津川市議会　

平成29年度　9月補正予算の概要　　　　　（9月19日）　　　　　　     （賛成多数）
■ 編成方針
　① 国・県補助金等を活用する事業・・・・・・・・・・・・28,591千円
　② 寄附金を財源とする事業・・・・・・・・・・・・・・・1,413千円
　③ 緊急対応が必要な事業・・・・・・・・・・・・・・・158,513千円
　④ 過年度精算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・338,316千円
■ 補正を行う会計
　一般会計　　　　　　　　　　　　　248,289千円　　　
　特別会計　介護保険事業会計　　　　278,544千円
　合　　計　　　　　　　　　　　　　526,833千円

平成29年度　9月補正予算の概要（追加提出分）　　（9月25日）　　     （全会一致）
■ 編成方針
　① 豪雨により被災した施設等を復旧する事業・・・・・・34,500千円
　② 緊急対応が必要な事業・・・・・・・・・・・・・・ ・5,136千円

■ 補正を行う会計
　一般会計  　　　　　　　  　　39,636千円

平成29年度　9月補正予算の概要（追加提出分その2）　（10月4日）（全会一致）
■ 編成方針
　①台風18号により被災した施設等を復旧する事業・・・・25,167千円
　②衆議院議員総選挙の執行に要する経費・・・・・・・・38,055千円
■ 補正を行う会計
　一般会計  　　　　　　　  　　63,222千円

予算決算委員会報告（補正予算）予算決算委員会報告（補正予算） 　



議会だより　⑦　なかつがわ

平成 28 年度決算を認定平成 28 年度決算を認定 
① 市税 ・・・・・・105億 325万円
　（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

⑥ その他・・・・・・75億 2,414 万円
　（地方譲与税・交付金・使用料および手数料など）

⑤ 諸収入 ・・・・・・14億 3,843 万円
　（預金利子や財産等貸付収入など）

④ 市債 ・・・・24億 9,166 万円
　（長期間使用される公共施設などを
　　整備するための借入金）

② 地方交付税 ・・・126億 5,754 万円
　（自治体間の財政力調整のために国から
　　配分されるお金）

③ 国庫・県支出金 ・・・61億 1,705 万円
　（自治体が行う特定の事業経費の全部または一部を国・県が負担するお金）

① 民生費  ・・・・・・105億 1,960 万円
　（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、
　　医療給付などの経費）

⑥ その他・・・・・・84億 3,645 万円
　（教育費、消防費、農林水産業費、商工費など）

⑤ 衛生費 ・・・49億 3,988 万円
　（予防接種・がん検診・ごみ処理
　　し尿処理などの経費）

③ 土木費 ・・・・50億 2,854 万円
　（道路・橋梁の整備事業などの経費）

② 議会費・総務費 ・・・47億 1,597 万円
　（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）

④ 公債費 ・・・43億 8,551 万円
　（市債の返済にかかる経費。
　　うち利子分約 3億 2,008 万円を含む。）

一般会計歳入　407 億 3,207 万円

一般会計歳出　380 億 2,595 万円

健全化判断比率・資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、健全化判断比率・資金
不足比率を公表するもので、中津川市の財政は健全かどうかを早期健全化基準と比較して
判断します。
また、特別会計・企業会計は資金不足比率を経営健全化基準と比較して判断します。

※平成 28 年度決算にお
ける各比率は、全て早
期健全化基準を下回っ
ています。実質公債費
比率は、9.9％と昨年度
の比率 9.4％と比較し
0.5 ポイント上がりま
した。これは、地域振
興基金造成分の元金償
還が始まったことや、
坂下病院の資金不足を
解消するため、一般会
計から臨時的に 5 億 3
千 4 百万円を繰り出し
たことによるものです。
※特別会計・企業会計と
も資金不足は生じてい
ないため、資金不足比
率はなく、健全といえ
ます。

健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

各会計の決算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）

年　　度
平成 28年度
早期健全化基準
財政再生基準

実質赤字比率
発生していません

12.12
20.00

連結実質赤字比率
発生していません

17.12
30.00

実質公債費比率
9.9　　　
25.0　　　
35.0　　　

将来負担比率
22.7　　
350.0　　
基準なし　

平成 27年度
平成 26年度

発生していません
発生していません

発生していません
発生していません

9.4　　　
10.0　　　

　33.5　　
　46.2　　

　

会　　計　　名
一般会計
国民健康保険事業会計（直診）
国民健康保険事業会計（事業勘定）
駅前駐車場事業会計
下水道事業会計
簡易水道事業会計
農業集落排水事業会計
特定環境保全公共下水道事業会計
介護保険事業会計
個別排水処理事業会計
後期高齢者医療事業会計
水道事業会計
病院事業会計

計

28 年度決算額
38,025,953
272,305
8,476,708
15,711

2,187,360
740,303
668,597
1,456,480
7,565,057

7,948
959,387
2,587,750
11,808,627
74,772,186

27 年度決算額
36,565,622
280,212
8,919,458
15,447

2,011,797
726,275
653,782
1,430,945
7,306,864

7,989
907,526
1,640,069
11,441,398
71,907,384

増　減　額　
1,460,331
△7,907

△442,750
264

175,563
14,028
14,815
25,535
258,193
△41

51,861
947,681
367,229
2,864,802



議会だより　⑧　なかつがわ

【市長公室】
・ふるさと応援隊
　外からの視線を施策に反映したり、市の
知名度を向上させる事業であり、更に推進
していただきたい。ふるさと応援の内容を
市民に周知させ、市全体の取組みになるこ
とを望む。

【政策推進部】
・ホームページ作成管理
　市政情報や市の魅力を発信していくこと
は重要であり、ホームページのトップ画面
を見て更に見たくなるような工夫がほしい。
各項目への閲覧を簡単にしていただいたい。

【総務部】
・川上地区CATV運営
　CATV は、地域で運用できるシステムに
切り替えていくべきと考える。( 今後は修繕
費も発生するため、それを市が負担しなけ
ればいけない )
　インターネット宅内工事や機器は、通常
受益者負担であり、CATV だけ送受信装置
を市が設置すべきでない。今後検討して頂
きたい。

【定住推進部】
・地域活性化推進
　地域の自主自立に向けた事業であり、さ
らに推進していく施策と考える。現予算内
で全ての地域予算を交付金として交付し、
地域が独自に運用できるようにすることで
効率的な運用ができると考える。

【リニア都市整備部】
・リニア駅周辺土地区画整理
　岐阜県の東の玄関口となるリニア駅周辺
整備は、観光客にもおもてなしができる、
しっかりとしたまちづくりを進めていただ
きたい。

【商工観光部】
・中心市街地活性化推進
　リニア開業に向け中心市街地の活性化が
急務であり、新町ビル跡地活用施設基本計
画の施策が次年度へ持ち越されている。期
限を決めて取り組むよう強く要望する。

【健康福祉部】
・健康 /介護 / 福祉
　市民生活に直結する重要施策が多く、大
きな金額を伴う事業が拡大されるなか、支
援事業が主体となっているのが現状である。
今後は、健康づくり対策の施策をもっと検
討すべきではないか、8万人のヘルスアップ
事業では直接、運動に係るメニューを増や
すことを提案したい。

【生活環境部】
・斎場
　斎場の修繕費が多く、新斎場の早期建設
を推進していただきたい。
・ごみ処理
　ごみの処理費用が年間 7 億円超となって
おり、ごみ量の削減の推進を今後も強く推
進することが必要と考える。

【財務部】
・マスタープラン推進
　市の財政を考えると、いつまでも行なって
いく事業ではなく早期に完了すべきと考える。
・収納管理
　依然として滞納も多く強化すべきと考える。

【文化スポーツ部】
・苗木城跡整備
　観光客が増加傾向にあるなかリニアの波
及効果により一層の観光客増大が見込まれ
るため、早期の整備完了を目指すべきと考
える。
・文化財保護
　県内の中山道で本陣があるのは落合宿だ
けであり、早期に整備を完了させ観光施策
につなげていくことを望む。

平成 28 年度　決算認定における所見
ちょっと言わせて



議会だより　⑨　なかつがわ

賛否が分かれた平成 28年度決算の認定結果
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※新政：新政会、公明：市議会公明党、ネ：市民ネット21、無 :無会派、共：日本共産党

会派

氏名

議案

中津川自民クラブ 市民クラブ ネ公明新政 無 共

議
　
長

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛退
席 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 否 認

定
平成 28 年度中津川市一
般会計決算の認定

議
　
長

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛退
席 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 否 認

定
平成 28 年度中津川市国
民健康保険事業会計決算
の認定

【病院事業部】
・中津川市民病院
　診療単価（入院単価・外来単価）が向上し
医業収益（医業外収益を含む）も黒字経営と
なっており、病院の経営努力が認められる。
・坂下病院
　一般会計からの繰入金により経営を継続
している状況にあることから、今後、経営悪
化することが懸念される。抜本的な改革が
必要である。

【消防本部】
・消防施設建設計画
　各地域の消防団の再編成が行われている
なか、年に一ケ所程度の器具庫しか整備さ
れておらず、スピードアップを望む。
　近年、天候不順による災害が多発してお
り、今後の災害を見据え適切な人員配置を
考えるべきではないかと考える。

【教育委員会】
・公立保育所
　保育士は正規職員 81 名、常雇職員 71 名
日々雇用113名となっている。正規が少なく、
常雇の職員が担任しなければならない状態
が続いている。適正な職員配置を望む。

【水道部】
・水道
　漏水調査により修繕が行われ、有収率が
83.4％と努力の状況が見受けられる。今後は、
配水管の経年劣化に対する取り組みを強化
されたい。　　　　　
・下水道
　整備率が中津川処理区 67.7％、坂本処理
区 35.4％と低い状況である。どちらも計画
完了を平成 37 年としているが市民の生活
に直結している事業であり、早期の完成を
望む。

【基盤整備部】
・神坂PAスマートインターチェンジ設置
　市への観光誘客や災害・医療等の緊急車両
の進入などに有効なスマートインターチェン
ジ設置に向け進み始めた事業であり、早期の
完成を目指して頂きたい。

平成 28 年度　決算認定における所見
ちょっと言わせて

ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　



議会だより　⑩　なかつがわ

◆
総
務
企
画
委
員
会

７
月
11
日

【
所
管
事
務
調
査
報
告
】（
定
住
推
進
部
）

〇
市
民
協
働
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
　

地
域
活
性
化
に
は
、市
民
協
働
が
重
要
で
あ
り
調
査

　

し
ま
し
た
。

　
現
状･

課
題

　
　
　

地
域
の
現
状
は
、人
口
の
減
少
・
地
域
を
担
う

人
材
の
不
足
・
活
動
し
て
く
れ
る
人
の
固
定
化
・

活
動
者
の
高
齢
化
・
地
域
活
動
資
金
の
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
を
目

指
し
、「
地
域
の
活
力
が
あ
る
ま
ち
」を
創
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
き
、事
業
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

地
域
振
興
は
、す
べ
て
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
の

活
動
に
よ
る
た
め
、時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、根
気

よ
く
活
動
で
き
る
人
の
育
成
と
、
活
動
に
対
す
る

人
的
・
資
金
的
援
助
を
続
け
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

◆
総
務
企
画
委
員
会

８
月
２
日

【
所
管
事
務
調
査
報
告
】（
総
務
部
）

〇
情
報
通
信
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
　

情
報
通
信
施
設
の
維
持
費
に
当
初
計
画
と
違
い
が

　

あ
り
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状･

課
題

　
　
　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
世
帯
普
及
率
57.

２
％
。

毎
年
ケ
ー
ブ
ル
引
き
込
み
件
数
が
増
え
て
お
り
、

引
き
込
み
工
事
・
施
設
整
備
・
電
柱
占
有
料
・

保
守
契
約
料
の
経
費
が
施
設
貸
付
収
入
を
上
回

り
、
毎
年
１
億
円
程
度
の
維
持
経
費
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

今
年
９
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
の
賃
貸
借
契

約
が
期
間
満
了
の
た
め
、
契
約
更
新
で
、
維
持
経

費
の
減
額
、設
備
の
譲
渡
に
つ
い
て
交
渉
す
る
と

と
も
に
、高
速
通
信
を
活
用
す
る
よ
う
市
の
施
策

を
検
討
し
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

市
に
有
利
な
契
約
更
新
と
市
有
財
産
で
あ
る
高

速
通
信
施
設
の
有
効
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

◆
文
教
民
生
委
員
会

７
月
14
日

【
所
管
事
務
調
査
報
告
】（
教
育
委
員
会
）

〇
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　
　

幼
稚
園
と
保
育
園
の
良
さ
が
あ
り
、女
性
の
就
業

　

機
会
増
進
が
目
的
の
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
調
査
し

　

ま
し
た
。

　
現
状･

課
題

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園
は
、県
下
で
87
園
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　

坂
本
地
域
は
、
幼
児
教
育
、
保
育
の
ニ
ー
ズ
が

比
較
的
高
く
、リ
ニ
ア
駅
整
備
に
よ
り
更
に
高
ま

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
同
地
区
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
は
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

保
育
士
一
人
あ
た
り
の
園
児
数
の
適
正
化
、施

設
の
老
朽
化
対
策
に
は
こ
ど
も
園
の
開
設
が
有

効
な
こ
と
か
ら
、平
成
32
年
度
を
目
標
に
坂
本
地

区
の
幼
保
両
園
を
統
合
し
、定
員
１
４
０
人
の
施

設
を
新
し
い
場
所
に
新
築
を
計
画
し
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

育
児
ニ
ー
ズ
や
地
域
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
配

慮
し
た
こ
ど
も
園
の
開
設
が
重
要
で
す
。

常
任
委
員
会
報
告



議会だより　⑪　なかつがわ

◆
文
教
民
生
委
員
会

７
月
14
日

【
所
管
事
務
調
査
報
告
】（
健
康
福
祉
部
）

〇
特
定
健
診
と
事
後
指
導
に
つ
い
て

　
　

40
〜
74
歳
の
医
療
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、生
活

　

習
慣
病
予
防
と
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
行
う
事
業

　

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状･

課
題

　
　
　

対
象
者
は
約
１
万
３
千
５
０
０
人
、当
市
の
受

診
率
は
平
成
28
年
度
で
38
．４
％
と
低
い
の
が
課

題
で
す
。

　
　
　

健
診
結
果
は
説
明
会
や
自
宅
訪
問
な
ど
で
通

知
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
の
た
め
、健
康
医
療

課
の
保
健
師
、管
理
栄
養
士
が
種
々
の
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

受
診
率
向
上
の
た
め
、啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
や

出
前
講
座
を
行
う
と
と
も
に
、医
師
会
と
の
連
携

強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

市
民
の
健
康
維
持
と
医
療
費
低
減
の
た
め
、特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
は
重
要
で
す
。

◆
産
業
建
設
委
員
会

７
月
19
日

【
所
管
事
務
調
査
報
告
】（
商
工
観
光
部
）

〇
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
　

外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
中
で
そ
の
対
応
に

　

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状･

課
題

　
　
　

訪
日
外
国
人
の
消
費
額
は
、こ
こ
数
年
急
速
な

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。中
山
道
馬
籠
・
妻
籠
宿

間
を
歩
く
観
光
客
数
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、当

市
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

外
国
人
観
光
客
の
消
費
促
進
及
び
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
創
出
の
た
め
の
要
素
と
し
て
、滞

在
時
間
の
延
長
、
周
遊
性
の
向
上
、
宿
泊
客
数
を

増
大
さ
せ
る
、客
を
呼
び
込
む
情
報
発
信
等
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

先
進
地
視
察
を
は
じ
め
、様
々
な
研
修
を
通
じ
て
、

滞
在
時
間
の
延
長
、周
遊
性
の
向
上
、宿
泊
客
数
の

増
大
、
情
報
発
信
等
と
取
組
み
の
在
り
方
に
つ
い

て
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

◆
産
業
建
設
委
員
会

７
月
19
日

【
所
管
事
務
調
査
報
告
】（
商
工
観
光
部
）

〇
企
業
誘
致
と
労
働
者
不
足
の
現
状
と
課
題
及
び
今

　
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

有
効
求
人
倍
率
が
県
下
で
も
高
い
中
、労
働
者
不

　

足
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状･

課
題

　
　
　

市
内
高
校
２
年
生
に
対
し
て
の「
就
職
意
識
調

査
」の
結
果
、「
地
元
で
就
職
し
た
い
」生
徒
は
全

体
の
40
％
。「
中
津
川
市
内
で
自
分
の
な
り
た
い

仕
事
に
つ
け
そ
う
だ
と
思
わ
な
い
」
生
徒
は
約

60
％
で
し
た
。

　
　
　

市
内
企
業
へ
の
就
職
内
定
者
率
は
、平
成
24
年

が
23
．３
％
、平
成
28
年
が
17
．７
％
で
し
た
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

企
業
の
誘
致
、創
業
支
援
を
実
施
。

　
　
　

市
内
の
高
校
２
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
地
元
企
業
説
明
会
の
開
催
と
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
地
元
企
業
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

先
進
地
に
お
け
る
企
業
誘
致
・
労
働
者
不
足
解
消
、

特
に
若
者
の
地
元
で
の
就
職
・
定
着
に
つ
な
が
る

施
策
に
つ
い
て
研
究
・
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

常
任
委
員
会
報
告



議会だより　⑫　なかつがわ

◆
議
会
改
革
特
別
委
員
会　
　
　
　
９
月
20
日

〇
情
報
端
末（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）の
導
入
に
つ
い
て

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
、議
会

活
動
に
お
け
る
業
務
の
効
率
化
、経
費
削
減
に
取
り
組

む
た
め
に
情
報
端
末
の
導
入
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
導
入
の
目
的

　
　

▼
議
会
運
営
の
効
率
化
、迅
速
化

　
　
　

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
推
進
、業
務
ス
ピ
ー
ド
の

　
　

向
上

　
　

▼
議
会
の
見
え
る
化
と
魅
せ
る
化

　
　
　

・
議
会
情
報
の
積
極
的
公
開
、説
明
資
料
等
の

　
　

電
子
化

　
　

▼
危
機
管
理
体
制
の
強
化

　
　
　

・
災
害
情
報
の
共
有
化
、情
報
伝
達
の
迅
速
化

　
　

▼
議
会
の
活
性
化
と
議
員
の
資
質
向
上

　
導
入
効
果

　
　

▼
定
量
効
果

　
　
　

・
業
務
作
業
の
効
率
化
、迅
速
化

　
　

▼
定
性
効
果

　
　
　

・
市
民
か
ら
見
た
議
会
運
営
の
満
足
度
、信
頼
度

　
導
入
時
期（
予
定
）

　
　
　

平
成
30
年
度

◆
病
院
・
医
療
等
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
12
日

１　

中
津
川
市
民
病
院
・
坂
下
病
院
の
現
状

　

①
患
者
数
の
推
計（
１
日
平
均
／
４
月
〜
７
月
累
計
）

　
　

▼
市
民
病
院（
平
成
28
年
度
比
）

　
　
　
・
外
来
患
者
数
７
５
１
・
８
人（
13･

５
人
減
少
）

　
　
　
・
入
院
患
者
数
２
２
７
・
３
人（
０･

３
人
減
少
）

　
　

▼
坂
下
病
院（
平
成
28
年
度
比
）

　
　
　
・
外
来
患
者
数
３
８
９
・
９
人（
57･

６
人
減
少
）

　
　
　

・
入
院
患
者
数

　
　
　
　

一
般
病
床 

65
・
７
人（
17･

８
人
減
少
）

　
　
　
　

療
養
病
床 

45
・
７
人（
1.9
人
減
少
）

　

②
経
営
状
況（
平
成
28
年
度
経
常
損
益
）

　
　

▼
市
民
病
院　

１
億
６
千
６
０
０
万
円
の
黒
字

　
　

▼
坂
下
病
院　

４
億
２
０
０
万
円
の
赤
字

　

③
職
員
の
状
況

　
　

▼
市
民
病
院（
平
成
28
年
度
比
）

　
　
　

・
常　

勤　

３
３
６
人（
増
減
な
し
）

　
　
　

・
非
常
勤　

１
０
３
・
５
人（
3.3
人
の
減
少
）

　
　

▼
坂
下
病
院（
平
成
28
年
度
比
）

　
　
　

・
常　

勤　

１
３
２
人（
27
人
の
減
少
）

　
　
　

・
非
常
勤　

56
・
３
人（
11･
５
人
の
減
少
）

２　

坂
下
病
院
経
営
改
善
計
画

　
　
　

病
院
機
能
分
担
等
に
伴
い
、看
護
職
員
、医
療
技

術
職
員
の
人
件
費
の
移
行
、事
務
部
門
の
集
約
等

３　

中
津
川
市
公
立
病
院
地
域
協
議
会
に
つ
い
て

　
　

・
平
成
29
年
11
月
及
び
平
成
30
年
３
月
の
２
回
開

　

催
予
定

４　

老
人
保
健
施
設
移
設
に
つ
い
て

　
　

・
平
成
29
年
９
月
27
日
、工
事
契
約
予
定

　
　

・
平
成
30
年
２
月
ま
で
工
事
の
予
定

　
　

・
平
成
30
年
３
月
１
日
移
設
完
了
、開
設
予
定

委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

医
師
確
保
が
困
難
な
状
況
。特
に
坂
下
病
院
は
、

内
科
医
師
が
確
保
で
き
な
い
限
り
診
療
所
す
ら
維

持
で
き
な
い
状
況
を
鑑
み
、
引
き
続
き
医
師
確
保

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
報
告



議会だより　⑬　なかつがわ

　一般質問ここが知りたい ! !　
問答

中
津
川
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
つ

い
て

牛
田
敬
一

　

公
共
交
通
機
関
は
、通
学
・
通
院
・
買
物
等
の
市
民

の
日
常
生
活
の
移
動
、さ
ら
に
観
光
客
な
ど
来
訪
者
の

移
動
手
段
と
し
て
、必
要
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

　

高
齢
化
に
よ
り
交
通
弱
者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
な

か
で
、地
域
公
共
交
通
の
取
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

①
市
の
人
口
の
約
５
割
を
占
め
る
中
津
地
区
・
坂
本

北
部
の
交
通
空
白
域
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

②
市
に
お
け
る
公
共
交
通
に
か
か
る
年
間
費
用
を
伺

い
ま
す
。

①
計
画
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
る
坂
本
北

部
地
域
で
は
、路
線
バ
ス
の
廃
止
や
事
業
撤
退
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
は
困
難
で
す
。

②
平
成
29
年
度
予
算
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
関
係
委

託
料
３
千
９
０
５
万
円
、自
主
運
行
バ
ス
の
補
助
金
１

千
４
０
０
万
円
、合
計
５
千
３
０
５
万
円
で
す
。

（
定
住
推
進
部
長
）

問答
円
滑
な
窓
口
対
応
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
つ
い
て

田
口
文
数

　

聴
覚
や
言
語
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
窓
口
対

応
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
は
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
と
な
り
ま
す
。

①
筆
談
や
音
声
認
識
が
で
き
る
の
み
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
は
な
く
、遠
隔
手
話
や
自
宅
で
代
理
電
話
が
で
き
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
行
政
の
窓
口
を
初
め
、病
院
や
図
書
館

に
導
入
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

②
聴
覚
障
が
い
者
の
方
が
、
情
報
伝
達
、
意
思
疎
通
の

た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に
補
助
制
度
は
あ
り
ま

す
か
。

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
代
理
電
話
支
援
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。聴
覚
障
が
い
者
の

社
会
参
加
に
当
た
っ
て
は
、手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記

者
の
派
遣
を
行
い
、
ま
た
、
通
訳
者
の
養
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。今
後
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、

外
国
人
に
対
す
る
他
言
語
翻
訳
等
の
利
用
も
含
め
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
障
害
者
総
合
支
援
給
付
事
業
の
日
常
生
活
用
具
給

付
の
対
象
品
目
と
な
っ
て
お
り
、障
が
い
の
内
容
や
程

度
に
よ
っ
て
、給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
健
康
福
祉
部
長
）　　

問答
中
津
川
市
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

柘
植
貴
敏

①
市
奨
学
金
制
度
に
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

②
定
住
促
進
政
策
と
し
て
、
市
奨
学
金
貸
与
者
に
、
奨

学
金
の
償
還
免
除
若
し
く
は
給
付
支
援
制
度
を
採
用

で
き
ま
せ
ん
か
。

①
奨
学
金
制
度
に
は
、
単
な
る
救
済
だ
け
で
な
く
社
会

人
と
な
っ
た
と
き
の
自
立
も
大
き
な
目
的
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。返
済
条
件
や
返
済
期
間
な
ど
条
件
に
お
い
て

対
応
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、対
象
者
に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要
で
す
。時
代
の
変
化
と
と
も
に
地
域

貢
献
し
て
い
く
方
に
つ
い
て
も
目
を
当
て
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。制
度
の
作
り
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
の
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
市
長
）

②
定
住
促
進
策
と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
、
現
在
、
関
係

部
署
か
ら
な
る
横
串
チ
ー
ム
会
議
で
効
果
及
び
実
施

内
容
を
含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。（

定
住
推
進
部
長
）



議会だより　⑭　なかつがわ

　一般質問ここが知りたい ! !　
問答

問答

問答

農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

粥
川
茂
和

　

和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、農
業
振
興
の
み
な

ら
ず
、飛
騨
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
目
指
す
県
と
の
連

携
強
化
の
観
点
か
ら
重
要
と
考
え
ま
す
が
、市
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

県
知
事
を
先
頭
に
飛
騨
牛
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、世
界

に
売
ろ
う
と
す
る
こ
の
姿
勢
に
は
大
賛
成
で
す
。　

　

一
つ
の
岐
阜
県
の
産
業
と
し
て
の
捉
え
方
、ま
た
大

き
な
魅
力
も
あ
る
。そ
う
し
た
も
の
を
飛
騨
牛
の
生
産

地
と
し
て
、し
っ
か
り
支
え
て
い
く
役
目
も
私
た
ち
に

は
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
繁
殖
セ
ン
タ
ー
建
設
は
、将
来
の
飛
騨
牛
の

一
大
産
地
と
し
て
の
形
を
作
る
と
い
う
大
き
な
使
命

を
持
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
大
変
難
し
い
課
題
も
多

く
あ
り
、早
急
な
判
断
は
避
け
た
方
が
将
来
的
に
は
良

い
と
考
え
ま
す
。現
在
、
恵
那
地
域
飛
騨
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
建
設
検
討
協
議
会
で
協
議
さ
れ
て
お
り
、引
き
続

き
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

（
市
長
）　　
　
　
　
　
　

　

荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て

吉
村
久
資

　

当
市
に
お
け
る
農
地
の
荒
廃
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。狭
小
や
主
傾
斜
が
急
、
湿
田
等
の
耕
作
に
は
難

が
あ
る
農
地
、農
業
従
事
者
が
高
齢
や
後
継
者
が
い
な

い
等
が
荒
廃
農
地
の
増
え
る
一
因
と
考
え
ま
す
。農
地

法
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、農
地
転
用
や
土
地
取
得
者

の
購
入
条
件
等
、当
市
と
し
て
の
規
制
緩
和
の
検
討
や

荒
廃
農
地
を
増
や
さ
な
い
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

多
く
の
地
区
で
、
農
地
保
全
、
荒
廃
農
地
発
生
防
止

の
有
効
な
対
策
と
し
て
、国
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
制
度
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
平
成
29
年
９
月
の
農
業

委
員
会
で
、
荒
廃
農
地
対
策
、
移
住
定
住
促
進
と
し
て
、

農
地
付
き
空
き
家
住
宅
に
限
り
、農
地
取
得
の
下
限
面

積
を
30
ア
ー
ル
か
ら
１
ア
ー
ル
に
下
げ
る
こ
と
が
議

決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。農
地
付
き
空
き
家
住
宅
以
外

の
緩
和
に
つ
い
て
も
、農
業
委
員
会
で
し
っ
か
り
と
検

討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
農
林
部
長
）　　
　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
当
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

森
　
益
基

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
岐
阜
県
は
も
と
よ
り
県
内
自
治
体
に
お
い
て
も
何

ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
濃
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
産
品
の
売
り

込
み
や
当
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
施

策
を
展
開
さ
れ
ま
す
か
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
要
施
設
で
あ
る
新
国
立

競
技
場
に
は
、配
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
木
材
の
活
用

を
図
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
で
は
、当
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
材
で
あ
る
東
濃
ヒ
ノ

キ
を
国
内
外
へ
大
き
く
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
も
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
県
産
木
材
利
用
促
進
総
括
監

を
設
置
し
、木
材
利
用
促
進
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
絶
好
の
場
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
や
関
連
団
体
と
協
力
を
密
に
す
る
こ
と
で
、情
報

を
い
ち
早
く
入
手
し
、木
材
需
要
拡
大
に
繋
が
る
よ
う

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
農
林
部
長
）



議会だより　⑮　なかつがわ

　一般質問ここが知りたい ! !　

中
津
川
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

（
全
会
一
致
）

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
及
び
公
営
住
宅
法

施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
し

て
い
る
条
の
ず
れ
を
整
理
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

（
全
会
一
致
）

　

中
津
分
団
第
３
部
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
１
台
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

・
契
約
金
額　
　
　

２
千
８
万
８
千
円

　

・
契
約
の
相
手
方　

　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
ウ
ス
イ
消
防

坂
下
分
署
及
び
加
子
母
分
署
の
高
規
格

救
急
自
動
車
２
台
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

・
契
約
金
額　
　

６
千
６
９
万
６
千
円

　

・
契
約
の
相
手
方　
　

　
　
　
　
　

岐
阜
日
産
自
動
車
株
式
会
社

財
産
の
処
分

（
全
会
一
致
）

　

市
内
製
造
業
限
定
の
条
件
付
一
般
競
争

入
札
を
執
行
し
、落
札
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

旧
恵
那
北
高
校
跡
地
の
処
分
を
行
う
も
の

で
す
。

　

・
契
約
金
額　

４
千
２
７
１
万
２
千
円

　

・
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　

イ
ハ
ラ
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社

問答
福
岡
地
区
産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

佐
藤
光
司

　

平
成
19
年
11
月
７
日
に
県
か
ら
地
下
水
利
用
状
況

等
に
つ
い
て
照
会
さ
れ
、設
置
場
所
周
辺
の
地
下
水
利

用
な
し
、
設
置
に
あ
た
り
、
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る

地
域
（
区
・
自
治
会
等
）
に
つ
い
て
意
見
な
し
等
の
回

答
を
し
て
い
る
が
、何
故
こ
う
し
た
回
答
が
な
さ
れ
た

か
の
か
伺
い
ま
す
。

　

地
下
水
利
用
や
農
業
用
水
の
利
水
状
況
な
ど
担
当

者
任
せ
で
現
地
の
確
認
作
業
を
怠
り
、決
裁
に
よ
る
指

摘
事
項
も
な
く
、部
長
決
裁
が
必
要
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、課
長
決
裁
で
意
見
書
を
提
出
し
た
も
の
で
す
。

（
生
活
環
境
部
次
長
）

問答
災
害
対
策
に
つ
い
て

吉
村
孝
志

　

防
災
の
究
極
の
目
的
は
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。言
い
換
え
る
と
、
防
災
計
画
を

市
民
一
人
一
人
に
分
か
っ
て
い
た
だ
き
、あ
ら
ゆ
る
災

害
時
に
も
確
か
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。災
害
に
対
し
て
の
行
動
を
市
民
に
周

知
し
て
い
る
か
、
特
に
今
回
の
避
難
準
備
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
は
市
民
へ
の
周
知
が
必
要
と
思
い
ま
す
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

地
震
に
つ
い
て
は
、防
災
訓
練
を
通
じ
て
示
し
て
き

ま
し
た
が
、
風
水
害
の
避
難
３
情
報
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、出
水
期
前
に
広
報
な
か
つ
が
わ
に
掲
載
し
て
避
難

情
報
が
出
た
際
の
行
動
に
つ
い
て
の
周
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。平
成
29
年
度
は
避
難
３
情
報
チ
ラ
シ
を
作
成

し
５
月
に
全
戸
回
覧
し
、広
報
な
か
つ
が
わ
６
月
号
に

も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
の
避
難
情
報
と
避
難
情
報
が
出
た
際
に
と

る
べ
き
行
動
の
周
知
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
と
考
え

ま
す
。今
後
も
し
っ
か
り
と
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
次
長
）　　
　

問答
新
生
児
の
聴
覚
検
査
に
つ
い
て

木
下
律
子

　

聴
覚
障
が
い
は
、
早
期
に
発
見
さ
れ
適
切
な
支
援
が

行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
音
声
言
語

発
達
な
ど
へ
の
影
響
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と

35

か
ら
、
そ
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
図
る
た
め
に
、

す
べ
て
の
新
生
児
を
対
象
と
し
て
新
生
児
聴
覚
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

県
内
で
は

自
治
体
が
す
で
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

当
市
で
も
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
検
査
費
用

を
補
助
で
き
な
い
で
す
か
。

　

新
生
児
の
聴
覚
検
査
は
、障
が
い
を
早
期
に
発
見
し
、

療
育
に
繋
げ
る
も
の
で
あ
り
、当
市
の
検
査
の
実
施
率

は
97.

３
％
と
非
常
に
高
く
、
未
受
検
理
由
に
費
用
面

を
理
由
と
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

聴
覚
障
が
い
児
に
対
し
て
は
、補
聴
器
購
入
の
補
助

を
行
っ
て
お
り
、中
学
生
ま
で
は
医
療
費
の
無
償
化
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
、新
生
児
の
聴
覚
検
査
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
6
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

現
在
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

（
健
康
福
祉
部
長
）　　



編
集
後
記

▼
今
年
の
夏
は
、
局
地
的
な
豪
雨
が

多
く
、
土
砂
災
害
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。台
風
に
よ
る
倒
木
被
害
も

あ
り
、
９
月
定
例
会
に
は
、
災
害

復
旧
の
補
正
予
算
が
追
加
提
案

さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

▼
中
津
川
市
災
害
対
策
本
部
会
議

が
開
か
れ
、
避
難
勧
告
や
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。市
民
へ
の
情
報

伝
達
を
含
め
、
議
員
と
し
て
災
害

時
に
ど
う
臨
む
か
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
９
月
定
例
会
の
議
場
に
と
れ
た

て
の
い
が
栗
が
飾
ら
れ
、
栗
き
ん

と
ん
発
祥
の
地
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

市民国際交流事業「中学生海外研修」
　市では国際社会に対応したまちづくりを行うため、将来の
中津川市を担う国際感覚をもった個性豊かな人材の育成を目
的として、中学生海外研修」を行っています。
　◆派 遣 国：タイ王国（ウドンターニ県クンパンピー郡）
　◆訪問学校：Ban Chang WAE School 
　◆派遣期間：平成29年8月17日（木）～ 22日（火）
　◆派遣人数：中学生24名、スタッフ14名　計38名
　◆研修内容：ホームステイ、現地学校での交流事業
　（食文化、スポーツ、踊り、伝統文化体験）
　市議会としても、このような事業を支援していきたいと考えます。
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・
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等
対
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特
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委
員
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１
回
）

議
会
改
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特
別
委
員
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協
議
会
含
む
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月
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月
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月
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日
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10
時 

本
会
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初
日
）

12
月
８
日
（金）　
10
時 

一
般
質
問

12
月
11
日
（月）　
10
時 

一
般
質
問

12
月
13
日
（水）　
10
時 

文
教
民
生
委
員
会

12
月
14
日
（木）　
10
時 

産
業
建
設
委
員
会

12
月
15
日
（金）　
10
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総
務
企
画
委
員
会

12
月
18
日
（月）　
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時 

予
算
決
算
委
員
会

12
月
22
日
（金）　
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時 

本
会
議(

最
終
日)

平
成
29
年
12
月
定
例
会
の
日
程

中津川 THE  SOLAR  BUDOKAN 2017
　自然豊かな岐阜県中津川市という立地を生か
し、キャンプや自然に親しむ企画を実施。46年
前に開催された、日本の野外コンサートの草分
け“中津川フォークジャンボリー”の発祥の
地。子供から団塊世代まで参加可能な、異世代
共存フェスです。
　今年も多くのアーティストが出演され、昨年
を超える約3万人の来場客となりました。
　市議会としても各分野におけるまちおこしを
盛り上げていきたいと思います。
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